
ＦＷＳ-Ｘ１６ＤＩマニュアル 
 

１ 概要 
ＦＷＳ－Ｘ１６ＤＩ（ＳｓｃＦＷＳ Ｆｌａｓｈ Ｗｒｉｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ ｆｏｒ Ｘｓｔｏｒｍｙ１６ ｗｉｔｈ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）は、Ｘ

ｓｔｏｒｍｙ１６シリーズ・ワンチップマイコン内蔵のＦｌａｓｈＲＯＭへの書き込みを、ユーザーの生産工程内でデバッガイ

ンターフェース経由で行うためのシステムです。 

 

２ 構成要素 
・ ライターユニット ＦＷＳ－Ｘ１６ＤＩ 

・ ライターユニット用ファームウェア 

・ ＳｓｃＦＷＳ．ｅｘｅアプリケーション 

・ ＳｓｃＦｕ．ｅｘｅ（ライターユニットファームウェア更新用） 

 

３ ライターユニット（ＦＷＳ－Ｘ１６ＤＩ） 
 ライターユニットＦＷＳ－Ｘ１６ＤＩは、オンチップデバッガー時の通信ラインを使用してフラッシュ ROM にプログラ

ムを書き込む為の制御ユニットです。 

 

３－１ ライターユニットの動作モードの設定 

ライターユニットには、以下の６つの動作モードがあります。 

動作モードの選択は、電源投入時のモード設定スイッチ・ＳＴＡＲＴボタン・ＣＡＮＣＥＬボタンの状態により

行います。 

 

① スタンダードモード 

オンライン形態でパソコンから、ターゲットのＦｌａｓｈＲＯＭの消去，書き込み，読み出し保護設定など行うモ

ード。 

 

② スタンドアロン手動モード 

スタンドアロンでＳＴＡＲＴボタン，ＣＡＮＣＥＬボタンを使用して手動でターゲットのＦｌａｓｈＲＯＭに書き込み，

書き込みと読み出し保護設定を行うモード。 

 

③ スタンドアロン自動モード 

スタンドアロンで書き込み通信状態を自動チェックし、ＦｌａｓｈＲＯＭに書き込み，書き込みと読み出し保護

設定を行うモード。 



 

④ ダウンロードモード 

スタンドアロン手動モード、スタンドアロン自動モードで使用するための書き込みデータをパソコンよりライタ

ーユニット内のＦｌａｓｈＲＯＭにダウンロードするためのモード。 

 

⑤ ユニットＩＤ設定モード 

スタンダードモード・ダウンロードモードで複数台のライターユニットを接続して使用する時にＩＤが重ならな

いようにユニットＩＤ（ＳｓｃＦＷＳオンラインヘルプ参照）を設定するためのモード。 

 

⑥ ファームウェアアップデートモード 

ライターユニット自身のファームウェアをアップデートするためのモード。 

ＳｓｃＦＷＳのバージョンアップによりライターユニットのファームウェアのアップデートが必要な場合に使用し

ます。 

 

３－２ 使用形態 

ＦＷＳ－Ｘ１６ＤＩには３つの使用形態があります。 

・スタンダード 

・スタンドアロン手動 

・スタンドアロン自動 

 

３－２－１ スタンダード 

ライターユニットとパソコンをＵＳＢで接続した状態で操作を行います。制御はＳｓｃＦＷＳから行い、ターゲット内のＦ

ｌａｓｈＲＯＭに対し、以下の操作を行うことができます。 

① 消去 

② 書き込み 

③ 書き込み＋読み出し保護設定 

④ 読み出し保護設定 

⑤ ブランクチェック 

⑥ ベリファイ 

⑦ 読み出し保護設定チェック 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２－１ スタンダードモード時のブロック図 

 

 

３－２－２ スタンドアロン手動 

書き込みはライターユニット単体で行え、パソコンは不要です。 

ダウンロードモードでライターユニット内のＦｌａｓｈＲＯＭへダウンロードしたユーザーデータをターゲットのＤｅｂｕｇｇｅ

ｒ－Ｉ／Ｆライン（３線）を接続後、対象ワンチップマイコンに電源を印加し、オペレータがＳＴＡＲＴボタンを押すこと

により書き込みを実行します 

書き込みが終了した時点でＬＥＤのＰＡＳＳまたはＦＡＩＬの点灯とＬＣＤパネルにＳＵＣＣＥＳＳ／ＥＲＲＯＲが表示

されます。 

スタンドアロン手動のモードでは以下の操作が可能です。 

① 書き込み 

② 書き込み＋読み出し保護設定 

 

ライターユニットへの書き込みデータのダウンロード及び読み出し保護設定を行うかどうかの選択はＳscＦＷＳを

用いてパソコンからＵＳＢ経由で行います。 
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図３－２－２－１ スタンドアロン手動モードのブロック図Ａ（データ ダウンロード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２－２－２ スタンドアロン手動モードのブロック図Ｂ（書き込み時） 
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３－２－３ スタンドアロン自動 

書き込みはライターユニット単体で行え、パソコンは不要です。 

ダウンロードモードでライターユニット内のＦｌａｓｈＲＯＭへダウンロードしたユーザーデータをターゲットのＤｅｂｕｇ

ｇｅｒ－Ｉ／Ｆライン（３線）を接続後、対象ワンチップマイコンに電源を印加することにより、書き込みはターゲットの電

源オンを感知して自動的に書き込みを開始します。 

書き込みが終了した時点でＬＥＤのＰＡＳＳまたはＦＡＩＬの点灯とＬＣＤパネルにＳＵＣＣＥＳＳ／ＥＲＲＯＲが表示

されます。 

スタンドアロン自動のモードでは、以下の操作が可能です。 

① 書き込み 

② 書き込み＋読み出し保護設定 

ライターユニットへの書き込みデータのダウンロード及び読み出し保護設定を行うかどうかの選択はＳscＦＷＳを用

いてパソコンからＵＳＢ経由で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２－３－１ スタンドアロン自動モードのブロック図Ａ（データ ダウンロード） 
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図３－２－３－２ スタンドアロン自動モードのブロック図Ｂ（書き込み時） 

 

３－３ デバイスドライバ 

ファームウェアアップデートモード、スタンダードモード、ダウンロードモードで起動し、初めてのパソコンに接続した

場合には、Ｗｉｎｄｏｗｓよりデバイスドライバのインストールを要求されます。 

ファームウェアアップデートモードでは、 

C:\Program Files\SscLSI\SｓｃFWS\UpdFirm 

ディレクトリを指定してデバイスドライバをインストールします。 

スタンダードモード、ダウンロードモードでは、 

C:\Program Files\SscLSI\SｓｃFWS\DevDrv 

ディレクトリを指定してデバイスドライバをインストールします。 

（注意）C:\Program Files\SscLSI\SｓｃFWS\はＳscＦＷＳをインストール時にデフォルトで指定されるディレクトリ名で

す。 
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４ ファームウェアアップデート 

４－１ 起動方法 

モード設定スイッチを“４＝ＯＦＦ，３＝ＯＦＦ，２＝ＯＦＦ，１＝ＯＦＦ”にして、ＳＴＡＲＴボタンを押しながら電源を

投入すると、ファームウェアアップデートモードで起動します。 

この時、ＬＣＤには何も表示されず、ＲＵＮランプのみが短い間隔で点滅します。 

ＲＵＮランプの点滅を確認するまでＳＴＡＲＴボタンを押し続け、その後ＳＴＡＲＴボタンを放してください。 

 

４－２ 操作方法 

パソコン側で、 

[スタートメニュー]→[SｓｃFWS Ｆｌａｓｈ－ｍｉｃｒｏ Ｗｒｉｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ]→[ファームウェア アップデート] 

を起動し、画面の指示に従ってアップデートを行ってください。 

アップデート終了後は、ライターユニットの電源をいったん切ってください。 

４－３ 注意事項 

ファームウェアアップデートモードで起動する時には、デバッガインターフェース（３線ケーブル）、は接続しな

いでください。ファームウェアアップデートモードではこれらの信号が不定となり、接続された機器に予期せぬ信号

が送られることがあります。 

アップデートにより、スタンドアロン形態用にダウンロードしたデータは削除されます。ファームウェアをアップ

デートした後に必ず、書き込みデータのダウンロードを再度行ってください。 

 

５ ユニットＩＤ設定モード 

５－１ 起動方法 

モード設定スイッチを“４＝ＯＦＦ，３＝ＯＦＦ，２＝ＯＦＦ，１＝ＯＦＦ”にして、ＣＡＮＣＥＬボタンを押しながら電源を投

入すると、ユニットＩＤ設定モードで起動します。起動後、ＣＡＮＣＥＬボタンを放します。初期設定値は、ＡＵＴＯで

す。 

ＬＣＤパネルに表示されるのは、１行目にモード“ＳＥＴ－ＵＩＤ”とファームウェアのバージョンが表示され、 

２行目には現在のユニットＩＤが表示されます。 

一方、ＬＥＤ表示「ＲＵＮ，ＰＡＳＳ，ＦＡＩＬ，ＣＯＮＮＥＣＴ」に２進数（ＢＩＴ３＝ＲＵＮ，ＢＩＴ２＝ＰＡＳＳ，ＢＩＴ１＝ＦＡＩＬ，

ＢＩＴ０＝ＣＯＮＮＥＣＴ）で表示され、ＡＵＴＯ選択時は４個のＬＥＤが点滅します。 

 



Ｓｅｔ－ＵＩＤ   Ｖ１．００ 

Ｕｎｉｔ０ＩＤ ： ＡＵＴＯ＿ 

 

図５－１ ユニットＩＤ設定時のＬＣＤ表示例 

 

５－２ 操作方法 

ＳＴＡＲＴボタン／ＣＡＮＣＥＬボタンでユニットＩＤを－１／＋１でき、０～ＦおよびＡＵＴＯの１７通りから選択できます。

ＡＵＴＯはＳｓｃＦＷＳが起動時に空いているユニットＩＤを自動的に割り当てるモードです。設定が終わったら、設定

を確定するためライターユニットの電源をいったん切ってください。 

 

５－３ ＬＣＤ表示 

現在のユニットＩＤが表示されます。 

 

５－４ ＬＥＤ表示 

現在のユニットＩＤが２進数（ＢＩＴ３＝ＲＵＮ，ＢＩＴ２＝ＰＡＳＳ，ＢＩＴ１＝ＦＡＩＬ，ＢＩＴ０＝ＣＯＮＮＥＣＴ）表示され、Ａ

ＵＴＯ選択時は４個のＬＥＤが点滅します。 

 

６ スタンダードモード 

６－１ 起動方法 

モード設定スイッチを“４＝ＯＦＦ，３＝ＯＦＦ，２＝ＯＦＦ，１＝ＯＦＦ”にして、電源を投入すると、スタンダードモ

ードで起動します。この時、ＬＣＤには、１行目にモード“Ｓｔａｎｄａｒｄ”とファームウェアのバージョン、２行目には現

在のユニットＩＤが表示されます。 

 

６－２ 操作方法 

パソコン側で、 

[スタートメニュー]→[SｓｃFWS Ｆｌａｓｈ－ｍｉｃｒｏ Ｗｒｉｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ]→[ＳｓｃＦＷＳ] 

 を起動してください。SｓｃFWS の操作方法はオンラインヘルプを参照してください。 

 



 

６－３ ＬＣＤ表示 

実行中は現在行っている処理を、エラーが発生した場合にはエラーの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

図６－３－１ 電源投入時のＬＣＤ表示例（スタンダードモード） 

 

 

 

 

図６－３－２ ＳｓｃＦＷＳ起動時のＬＣＤ表示例（スタンダードモード） 

 

 

 

 

図６－３－３ 正常動作終了時のＬＣＤ表示例（スタンダードモード） 

 

 

 

 

図６－３－４ 異常動作終了時のＬＣＤ表示例（スタンダードモード） 

 

 

 

 

図６－３－５ ＳｓｃＦＷＳ停止後のＬＣＤ表示例（スタンダードモード） 
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ＩＮＡＣＴＩＶＥ＿ 

 



 

６－４ ＬＥＤ表示 

  操作対象のワンチップマイコンとのデバッガインターフェースでの通信準備ができていない場合、”ＣＯＮＮＥＣ

Ｔ”ＬＥＤが点滅しています。準備が整うとＬＥＤは点灯状態になります。 

“ＲＵＮ”ＬＥＤ：実行中点灯、正常終了もしくはエラーで終了すると消灯します。 

“ＰＡＳＳ”ＬＥＤ：書き込み等の操作が正常終了したときに点灯、次の動作の開始で消灯します。 

ＳｓｃＦＷＳプログラムを停止するすると消灯します。 

“ＦＡＩＬ”ＬＥＤ：実行中にエラーが発生したとき、デバッガインターフェース上での通信に起因するエラーの場合、

およびＦｌａｓｈＲＯＭの操作そのものに起因するエラーの場合は点灯します。次のプログラム操作の

開始およびＳｓｃＦＷＳプログラムを停止するすると消灯します。 

“ＣＯＮＮＥＣＴ“ＬＥＤ：操作対象のワンチップマイコンとのデバッガインターフェースでの通信が確立されれば点灯、

確立されていなければ点滅します。操作対象の電源をライターユニットからの電源制御信号でＯＮ

／ＯＦＦしている場合、操作開始前は電源がＯＦＦされているために通信が確立されずＣＯＮＮＥＣＴ

ＬＥＤは点滅になりますが、操作を開始すると電源がＯＮされ点灯に変わります。電源のＯＮ／ＯＦＦ

を手動で行っている場合は、操作の開始前でも電源がＯＮされて通信が確立すればＣＯＮＮＥＣＴ

ＬＥＤは点灯に変わるので、このＬＥＤで電源・インターフェースが正しく接続されているかを確認で

きます。 

 

７ ダウンロードモード 

７－１ 起動方法 

モード設定スイッチを下記のいずれかに 

①“４＝ＯＦＦ，３＝ＯＮ，２＝ＯＦＦ，１＝ＯＦＦ” 

②“４＝ＯＦＦ，３＝ＯＮ，２＝ＯＮ，１＝ＯＦＦ” 

設定して、ＣＡＮＣＥＬボタンを押しながら電源を投入すると、ダウンロードモードで起動します。起動後、ＣＡＮＣＥ

Ｌボタンを放します。 

ＬＣＤパネルに表示されるのは、１行目にモード“Ｄｏｗｎｌｏａｄ”とファームウェアのバージョンが表示され、 

２行目には現在のユニットＩＤが表示されます。 

 

 

 

 

 

図７－１－１ 電源投入時のＬＣＤ表示例（ダウンロードモード） 

Ｄｏｗｎｌｏａｄ  Ｖ１．００ 

Ｕｎｉｔ０ＩＤ ： ＯＥ＿  



 

 

 

 

図７－１－２ ＳｓｃＦＷＳ起動時のＬＣＤ表示例（ダウンロードモード） 

 

 

 

 

図７－１－３ 正常動作終了時のＬＣＤ表示例（ダウンロードモード） 

 

 

 

 

図７－１－４ 異常動作終了時のＬＣＤ表示例（ダウンロードモード） 

 

 

 

 

図７－１－５ ＳｓｃＦＷＳ停止後のＬＣＤ表示例（ダウンロードモード） 

 

 

７－２ 操作方法 

以下の２点を除き、操作方法やＬＣＤ／ＬＥＤの表示はスタンダードモードと同じです。 

詳細は、６章のスタンダードモードを参照してください。 

① 書き込む先がデバッガインターフェースに接続されたワンチップマイコンでなく、ＦＷＳ－Ｘ１６ＤＩ内のＦｌ

ａｓｈＲＯＭになる。 

② “ＣＯＮＮＥＣＴ“ＬＥＤは常に点灯。 

このモードで書き込んだデータがスタンドアロンモードでワンチップマイコンに書き込まれます。またこのモードで読

み出し保護を設定すれば、スタンドアロンモードでの書き込み時にも読み出し保護設定を行います。 

７－３ チェックサム 

ＳｓｃＦＷＳウィンドウに書き込むデータのチェックサムが表示されています。これと同じ値がダウンロードモードでの

書き込み終了時およびスタンドアロンモードでの起動時にＬＣＤ上に表示されますので、データのバージョン管理

や複数の製品でライターユニットを使用している場合にどの製品のデータなのかを確認するのに利用できます。 

 

 

ＲＥＡＤＹ＿ 

 

＝＝ ＳＵＣＣＥＳＳ ＝＝＿ 

Ｃｈｅｃｋ－Ｓｕｍ＝ＸＸＸＸ＿ 

＝＝ ＦＡＩＬ ＝＝＿ 

 

ＩＮＡＣＴＩＶＥ＿ 

 



８ スタンドアロン手動モード 

８－１ 起動方法 

モード設定スイッチを 

“４＝ＯＦＦ，３＝ＯＮ，２＝ＯＦＦ，１＝ＯＦＦ” 

にして電源を投入すると、スタンドアロン手動モードで起動します。 

この時、ＬＣＤには、１行目にモード“Ｍａｎｕａｌ”とファームウェアのバージョン、２行目には書き込むデータのチェッ

クサム(「７－３ チェックサム」参照)が表示されます。 

 

８－２ 操作方法 

ＳＴＡＲＴボタンを押すと書き込みを開始します。書き込み中になんらかのエラーが起きた場合は、ＣＡＮＣＥＬボ

タンを押してエラーをクリアしないと次の書き込みを行うことができません。 

 

８－３ ＬＣＤ表示 

実行中は現在行っている処理を、エラーが発生した場合にはエラーの内容が表示されます。 

 

 

 

 

図８－３－１ 電源投入時のＬＣＤ表示例（スタンドアロン手動モード） 

 

 

 

 

図８－３－２ 正常動作終了時のＬＣＤ表示例（スタンドアロン手動モード） 

 

 

 

 

図８－３－３ 異常動作終了時のＬＣＤ表示例（スタンドアロン手動モード） 

 

Ｍａｎｕａｌ    Ｖ１．００ 

Ｃｈｅｃｋ－Ｓｕｍ＝ＸＸＸＸ＿ 

＝＝＝ ＳＵＣＣＥＳＳ ＝＝＝＿ 

 

＝＝ ＦＡＩＬ ＝＝＿ 

 



 

８－４ ＬＥＤ表示 

“ＲＵＮ”ＬＥＤ：書き込み実行中点灯、正常終了もしくはエラーで終了すると消灯します。 

“ＰＡＳＳ”ＬＥＤ：書き込み操作が正常終了したときに点灯、次の書き込みの開始で消灯します。 

“ＦＡＩＬ”ＬＥＤ：実行中にエラーが発生したとき、デバッガインターフェース上での通信に起因するエラーの場合は

点滅、ＦｌａｓｈＲＯＭの操作そのものに起因するエラーの場合は点灯します。ＣＡＮＣＥＬボタンで消

灯します。 

“ＣＯＮＮＥＣＴ“ＬＥＤ：操作対象のワンチップマイコンとのデバッガインターフェースでの通信が確立されれば点灯、

確立されていなければ点滅します。操作対象の電源をライターユニットからの電源制御信号でＯＮ

／ＯＦＦしている場合、操作開始前は電源がＯＦＦされているために通信が確立されずＣＯＮＮＥＣＴ

ＬＥＤは点滅になりますが、操作を開始すると電源がＯＮされ点灯に変わります。電源のＯＮ／ＯＦＦ

を手動で行っている場合は、操作の開始前でも電源がＯＮされて通信が確立すればＣＯＮＮＥＣＴ

ＬＥＤは点灯に変わるので、このＬＥＤで電源・インターフェースが正しく接続されているかを確認で

きます。 

 

９ スタンドアロン自動モード 

９－１ 起動方法 

モード設定スイッチを 

“４＝ＯＦＦ，３＝ＯＮ，２＝ＯＮ，１＝ＯＦＦ” 

にして電源を投入すると、スタンドアロン手動モードで起動します。 

この時、ＬＣＤには、１行目にモード“Ａｕｔｏｍａｔｉｃ”とファームウェアのバージョン、２行目には書き込むデータのチ

ェックサム(「７－３ チェックサム」参照)が表示されます。 

 

９－２ 操作方法 

デバッガインターフェースケーブル内の電源線を通じて対象ワンチップマイコンに電源がＯＮされたことを検知す

ると、自動的に書き込みを開始します。書き込み終了後、一度電源がＯＦＦされ、再び電源がＯＮされたことを検知

すると次の書き込みを開始します。書き込み中になんらかのエラーが起きた場合は、電源ＯＦＦまではＬＣＤ／ＬＥ

Ｄにエラー状態が表示されていますが、エラー表示は電源ＯＦＦで自動的にクリアされるのでご注意ください。 



 

９－３ ＬＣＤ表示 

実行中は現在行っている処理を、エラーが発生した場合にはエラーの内容が表示されます。 

 

 

 

 

図９－３－１ 電源投入時のＬＣＤ表示例（スタンドアロン自動モード） 

 

 

 

 

図９－３－２ 正常動作終了時のＬＣＤ表示例（スタンドアロン自動モード） 

 

 

 

 

図９－３－３ 異常動作終了時のＬＣＤ表示例（スタンドアロン自動モード） 

 

 

 

 

図９－３－４ 書き込み終了後ワンチップマイコンの電源がＯＦＦのになった時の 

ＬＣＤ表示例（スタンドアロン自動モード） 

 

 

 

Ａｕｔｏｍａｔｉｃ Ｖ１．００ 

Ｃｈｅｃｋ－Ｓｕｍ＝ＸＸＸＸ＿ 

＝＝＝ ＳＵＣＣＥＳＳ ＝＝＝＿ 

 

＝＝ ＦＡＩＬ ＝＝＿ 

 

ＲＥＡＤＹ＿ 

 



 

９－４ LED 表示 

“ＲＵＮ”ＬＥＤ：書き込み実行中点灯、正常終了もしくはエラーで終了すると消灯します。 

“ＰＡＳＳ”ＬＥＤ：書き込み操作が正常終了したときに点灯、電源ＯＦＦで消灯します。 

“ＦＡＩＬ”ＬＥＤ：実行中にエラーが発生したとき、デバッガインターフェース上での通信に起因するエラーの場合は

点滅、ＦｌａｓｈＲＯＭの操作そのものに起因するエラーの場合は点灯します。電源ＯＦＦで消灯しま

す。 

“ＣＯＮＮＥＣＴ“ＬＥＤ：操作対象のワンチップマイコンとのデバッガインターフェースでの通信が確立されれば点灯、

確立されていなければ点滅します。電源がＯＦＦの間は通信は確立されず、このランプは点滅しま

す。 

インターフェースの接続と操作対象のワンチップマイコンの電源のＯＮが０．５秒を継続すると書き

込みを開始します。 

 

９－５ 電源の検知 

電源ＯＮの検知、電源ＯＦＦの検知はいずれも０．５秒その状態が続いたときにＯＮ／ＯＦＦされたと判断します。電

源の立ち上がり・立ち下がりがこの時間以内に安定するようにしてください。 

 

１０ データ書き込み前のワンチップマイコンの動作 
ワンチップマイコンは、電源が投入されリセットが解除されるとＦｌａｓｈＲＯＭ内のプログラムの実行を開始します。 

ＦＷＳ－Ｘ１６ＤＩでは書き込み等の操作開始時にデバッガインターフェース経由でワンチップマイコンの動作を停

止し、書き込み中および書き込み後(電源が再投入されるまで)はプログラムが実行されないようにしていますが、

電源投入から書き込み等の操作開始までの間はプログラムが実行されてしまいます。 

ワンチップマイコンを機器に組み込んだ状態で書き込みを行う場合、この書き込み開始前のプログラムの実行によ

り周辺回路にダメージを与える等の問題が起きないよう考慮する必要が有ります。以下は、その対策の例です。 

(1) 書き込み時に、問題の起こる可能性のある周辺回路は電源を供給しないようにするか動作を禁止するようにし

ておく。 

(2) 書き込み時にはワンチップマイコンへのリセットが常にオンになるようにしておく。 

 


